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参
院
選
で
後
退
し
、
次
期
衆
院
選
に
向
け
新
方
針
を
打
ち
出
し
た
日
本
共
産
党

　

日
本
共
産
党
は
、
平
成
一
九
年
四
月
に
行
わ
れ
た

第
一
六
回
統
一
地
方
選
挙
に
お
い
て
、
道
府
県
議
選

（
東
京
都
、
茨
城
県
及
び
沖
縄
県
を
除
い
た
四
四
道

府
県
で
実
施
）
で
は
、
定
数
二
、五
四
四
人
（
前
回

比
九
〇
人
減
）に
対
し
て
公
認
候
補
者
三
一
〇
人（
前

回
比
七
六
人
減
）
を
擁
立
し
、
一
〇
〇
人
（
前
回
比

七
人
減
）
が
当
選
し
ま
し
た
。

　

政
令
市
議
選
で
は
、
選
挙
実
施
市
が
前
回
の
一
二

市
か
ら
一
四
市
へ
二
市
増
え
、定
数
が
九
二
八
人（
前

回
比
九
七
人
増
）
と
な
る
中
、
日
本
共
産
党
の
当
選

者
は
一
一
九
人
（
前
回
比
一
五
人
増
）
で
し
た
。

　

市
区
町
村
議
選
で
は
、
自
治
体
合
併
の
た
め
、
選

挙
実
施
自
治
体
数
及
び
定
数
が
前
回
か
ら
ほ
ぼ
半
減

す
る
中
、
日
本
共
産
党
の
当
選
者
は
三
三
六
市
区
議

選
で
九
〇
七
人（
前
回
比
一
六
一
人
減
）、
四
五
一
町

村
議
選
で
三
七
六
人（
前
回
比
五
六
三
人
減
）で
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
、統
一
地
方
選
の
結
果
に
つ
い
て
、

「
全
体
と
し
て
善
戦
・
健
闘
」（
同
年
四
月
二
四
日
付

け
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」）
と
評
価
し
ま
し
た
。

１ 

統
一
地
方
選
に
お
け
る
「
選
挙
闘
争
」
結
果

　

日
本
共
産
党
は
、
一
九
年
七
月
に
行
わ
れ
た
第

二
一
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
お
い
て
、
参
議
院

議
員
九
人
中
五
人
（
東
京
選
挙
区
一
人
、
比
例
代
表

四
人
）
が
改
選
と
な
り
、
沖
縄
選
挙
区
を
除
く
四
六

選
挙
区
に
各
一
人
及
び
比
例
代
表
に
一
七
人
の
公
認

候
補
者
を
擁
立
し
ま
し
た
が
、
当
選
者
は
比
例
代
表

の
み
の
三
人
（
改
選
比
二
人
減
）
に
後
退
し
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
、
一
六
年
と
一
九
年
の
二
回
の
参

院
選
に
お
い
て
、
選
挙
区
で
全
敗
し
た
こ
と
か
ら
、

参
議
院
で
の
選
挙
区
議
席
を
す
べ
て
失
い
ま
し
た
。

特
に
東
京
選
挙
区
は
、
野
坂
参
三
元
議
長
、
上
田
耕

一
郎
前
副
委
員
長
、
緒
方
靖
夫
副
委
員
長
等
に
よ
っ

て
、
昭
和
三
一
年
か
ら
五
一
年
間
議
席
を
維
持
し
て

き
た
選
挙
区
で
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
、
参
院
選
の
結
果
に
つ
い
て
、

一
九
年
九
月
に
開
催
し
た
第
五
回
中
央
委
員
会
総
会

２ 

参
院
選
に
お
け
る
「
選
挙
闘
争
」
結
果

で
、「
比
例
代
表
で
、
前
回
、
前
々
回
の
参
院
選
の

到
達
点
を
基
本
的
に
維
持
す
る
四
四
〇
万
票
を
獲
得

し
た
こ
と
は
貴
重
」
と
評
価
す
る
一
方
で
、
参
院
選

か
ら
の
「
最
大
の
教
訓
」
と
し
て
、「「
二
大
政
党
づ

く
り
」
の
動
き
を
押
し
返
し
、
選
挙
で
前
進
・
勝
利

す
る
に
は
、
我
が
党
は
自
力
が
あ
ま
り
に
不
足
し
て

い
る
。
こ
こ
に
最
大
の
弱
点
が
あ
る
」
と
、
党
員
・

機
関
紙
読
者
の
拡
大
等
に
向
け
た
取
組
み
の
強
化
を

強
調
し
ま
し
た
。

参院選で議席が伸びず厳しい表情で記者会見す
る志位委員長（時事）
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３ 
次
期
衆
院
選
に
向
け
た
新
方
針
を
決
定日本共産党の新方針を報道する各紙

（９月９日付け毎日新聞、読売新聞）

４ 

宮
本
顕
治
元
議
長
の
死
去

　

日
本
共
産
党
の
名
誉
役
員
で
あ
る
宮
本
顕
治
元
議

長
が
、
一
九
年
七
月
一
八
日
、
老
衰
の
た
め
九
八
歳

で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
宮
本
氏
は
、
昭
和
三
三
年
の

第
七
回
党
大
会
で
書
記
長
に
就
任
後
、
平
成
九
年
の

第
二
一
回
党
大
会
で
引
退
す
る
ま
で
、
約
四
〇
年
間

に
わ
た
っ
て
実
質
的
な
党
の
最
高
指
導
者
で
あ
り
続

け
、
現
綱
領
路
線
を
確
立
す
る
な
ど
現
在
の
党
の
路

線
や
組
織
を
築
き
ま
し
た
。

宮本顕治元議長の党葬であいさつする志
位委員長（８月、東京）（時事）

な
負
担
を
か
け
、
総
合
的
に
考
え
て
マ
イ
ナ
ス
が
大

き
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
の
方
針
変
更
は
、
間
接
的
に
民
主
党

等
の
野
党
に
有
利
に
働
く
も
の
と
み
ら
れ
、
日
本
共

産
党
が
、
ど
の
小
選
挙
区
で
候
補
者
の
擁
立
を
見
送

る
の
か
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
の
指
導
・
援
助
に
よ
り
結
成
さ
れ
た

全
労
連
（
全
国
労
働
組
合
総
連
合
）
は
、
一
九
年
八

月
の
第
四
一
回
評
議
員
会
に
お
い
て
、「
憲
法
闘
争

を
戦
後
史
を
か
け
た
正
念
場
の
た
た
か
い
と
し
、
す

べ
て
の
課
題
に
優
先
す
る
運
動
と
位
置
づ
け
た
大
会

方
針
（
第
二
二
回
定
期
大
会
）
の
実
践
に
全
力
を
あ

げ
る
」、「
賃
金
改
善
、
格
差
と
貧
困
の
是
正
を
め
ざ

す
国
民
的
な
運
動
の
発
展
に
奮
闘
す
る
」
な
ど
と
報

告
し
ま
し
た
。
全
労
連
は
、
今
後
も
、
引
き
続
き

前
記
方
針
に
基
づ
き
、
憲
法
改
正
反
対
、
賃
金
改
善

等
の
課
題
に
つ
い
て
、
他
労
組
等
に
対
す
る
呼
び
掛

け
を
行
い
、
共
同
行
動
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
第

二
二
回
定
期
大
会
で
決
定
さ
れ
た
「
全
労
連
組
織
拡

大
強
化
・
中
期
計
画
」
を
推
進
す
る
た
め
、
非
正
規

雇
用
・
未
組
織
労
働
者
の
組
織
化
を
中
心
に
組
織
拡

大
に
取
り
組
む
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
志
位
委
員
長
は
、「
従
来

の
方
針
の
ま
ま
で
は
、
多
額
の
供
託
金
没
収
等
に
よ

る
財
政
圧
迫
等
の
点
で
、
党
組
織
と
党
活
動
に
過
重

　

し
か
し
、
宮
本
氏
は
、
第
一
線
を
退
い
て
久
し
く
、

同
氏
の
死
亡
が
、
日
本
共
産
党
の
路
線
等
に
与
え
る

影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
い
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

５ 

憲
法
闘
争
、
格
差
・
貧
困
の
是
正
を
最

    

優
先
課
題
と
し
て
取
り
組
む
全
労
連

　

日
本
共
産
党
は
、
第
五
回
中
央
委
員
会
総
会
で
、

次
期
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
お
け
る
小
選
挙
区
候
補

者
の
擁
立
に
つ
い
て
、
全
小
選
挙
区
へ
の
擁
立
を
目

指
す
と
の
従
来
の
方
針
を
見
直
し
、「
一
九
年
参
院

選
比
例
代
表
で
の
得
票
率
が
八
％
以
上
で
、日
常
的
、

系
統
的
に
活
動
で
き
る
力
量
の
あ
る
候
補
者
を
擁
立

で
き
る
小
選
挙
区
」、「
各
都
道
府
県
で
一
つ
以
上
の

小
選
挙
区
」
を
目
安
に
擁
立
す
る
と
い
う
新
た
な
方

針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
候
補
者
を
擁
立
し
な
い
小

選
挙
区
で
は
、
比
例
代
表
選
挙
に
力
を
集
中
す
る
と

し
ま
し
た
。




